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飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

 

            

◇ 高山市内児童館職員研修会  福祉 × 教育  講演会型 

○期日：令和５年１１月１５日（水） ○主催：高山市社会福祉協議会 参加者１５名 

○会場：総合福祉センター ○テーマ：今後の児童館をさらに充実させるために ○講師：家庭教育推進専門職 

 

   

 

高山市内には，５つの児童館があります。職員の皆さんは，明るく前向きでとてもエネルギーがあります。福祉

の視点の中に教育の視点も取り入れていこうと，国や県の子育てや家庭教育を取り巻く現状など（表１）を改め

て研修されました。 全員で講話を視聴した後，３つのグループに分かれテーマについて交流をしました。 

 

  研修後，各児童センターでは＜提案＞内容の実現に向け，スペースを整備したり約束ごとを掲示したりして準

備を進めています。よりよい児童館をめざして取り組む職員皆さんのチームワークがすばらしい！ 

も＜職員からの提案＞ 

 

新型コロナウィルスの流行に伴い，児童館での飲

食スペースの利用は休止となっていたが，リラックスし

た雰囲気で話せる場は大切だと感じます。 各館で，

ランチタイムの解放を再開してはどうでしょうか？ 
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新 し い 視 点 で 

＜主な交流内容＞ 

 

・孤育てにならないよう日頃から時間をかけて関

係づくりに努めることが大切。 

・リフレーミングは，子育てに対する見方・感じ方を 

変えわが子に対する気持ちや子育てに対する自

己肯定感を高めることにつながる。また，職員間

でもお互いの肯定感を高めることができる。 

・最近，不登校の子どもたちがいくつかの児童館 

を活用されていて，児童館で過ごすことも居場所 

としての選択肢の一つだということを知っていた 

だきたい。 

 

    

表１ ＜ Ｒ５ 家庭教育に関するアンケート  環境生活政策課 ＞ ＜ 活発なグループ交流会 ＞ 

・困ったときに相談できる 

身近な相談相手(52.7%) 

・家庭教育に関する親自身

の学習(52.6%) 

・地域や職場の家庭教育(子

育て）への理解(47.2%) 

＜ 山王児童センター ＞ ＜ 城山児童センター ＞ 

tel:0577
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◇下呂市立小坂中学校  PTA親子眠育講演会 講演会型  基本的生活習慣 

〇期 日   令和５年 12月 22日（金） 

〇会 場   下呂市立小坂中学校   〇主催 小坂中学校 PTA 

〇テーマ   睡眠の役割と重要性 

〇講 師   子ども睡眠健診プロジェクト 特任講師（東京大学） 

 

 小坂中学校では，家庭教育の一環として「眠育」に取り組ま

れており，今年度は東京大大学院医学系研究科機能生物専攻

システムズ薬理学教室主催の「子ども睡眠健診プロジェクト」

に参加しました。 

 

＜取組の経過＞ 

①１０月：全生徒を対象に睡眠の３つのポイント（睡眠時間・睡    

眠の質・睡眠のリズム）について，リストバンド型のウェアラブ  

ル測定器を用いて測定 

②１２月：データーをもとに作成された各生徒の「子ども睡眠健   

診レポート ※１」をもとに，講演会の開催 

③今後：私の睡眠改善（ワークシート ※２）をもとに家族で実践 

 

 子どもたちは，日本は先進国の中でも睡眠時間が最も短いこと，睡眠は脳・心・身体の健康を生み出す栄養

源であること等々，特任講師から「睡眠の役割と大切さ」と各自に手渡されたデーターを重ね合わせながら学習

を進めました。そして，自分の睡眠の課題は何なのか・何を改善することが大切なのかを深めました。 

  睡眠は，大人にとっても自分の健康や仕事の充実等に関わっている大きな問題です。ＰＴＡ会長さんが「この取

組を通して，家族みんなの睡眠（健康）を家族みんなで支え合う取組につなげたい」と話されました。また，講演

会終了後，特任講師を交え交流を行いました。「子ども睡眠健診プロジェクトを継続的に取り組んでいきたい」

「小学校とも連携して取り組むことが必要」 ・・・ 構想はとても楽しく，どんどん広がります。 

 

 

＜保護者の感想＞ 

・朝，子どもと「昨日◯時に寝たよ。」とか会話が増え，家   

族で睡眠について話すことが増えた一週間であったと  

思います。 

・親子で取り組み，睡眠健診レポートからお互いに何を改 

善したらよいのかが分かるのが良かったです。また，睡   

眠が身体などにもたらす影響を知りました。睡眠時間だ 

けでなく，睡眠のリズムや質を良くすることが大切だと 

思うと，家族が一緒に眠育に取り組むことができたら一 

番いいかなと思いました。 

＜取組の夢を広げる役員の皆さん＞ 

＜積極的に発言する生徒の皆さん＞ 

※１ 

※２ 

■睡眠の時間：もう少し確保できると良いでしょう 

■睡眠の質：もう少し高められます 

■睡眠のリズム：不規則なようです 
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